特別展　「医は仁術」
国立科学博物館（東京・上野公園）　　2014.03.15〜06.15
　「医は仁術」とは、“医は人命を救う博愛の道である”ことを意味し、江戸時代に盛んに用いられ、その後、西洋近代医学を取り入れた後も、日本の医療倫理の中心的標語として長く用いられてきている著名な「格言」である。
「特別展覧会」は、漢方と蘭方の二つの医術が融合、発展した江戸時代の医学は「医は仁術なり」（他を思う心とともに医療にあたる）として実践され、身分や貧富の差の隔てなく広がった時代と現代の最先端医療を紹介している。
当時の希少な解剖図などの史料、江戸時代の医療道具等の展示があり、中国から来た[漢方]と西洋からきた[蘭方]が、「医は仁術」が実践された日本で、いかに独自に発展して人々を救ってきたかを探る催しが展開されている。
『杉田玄白漢詩＆解体新書』」は、日本初の本格的翻訳西洋解剖書の解体新書の中心人物「杉田玄白」「桂川甫周」の直筆書巻きの貴重な史料（1774年に出版）で、世界で初公開されるものである。
『山脇東洋観臓図』は、1754年、日本で初めて京都所司代の許可を得て行われた「人体解剖の記録図」で、1759年に「蔵志」として出版されたものである。
『五臓六腑』は、解体新書などの影響を受けて製作された漢方の内景（五臓六腑）人形で、現存する唯一の医学生き人形と考えられる貴重な史料である。　
他に、未来につながる最先端医療として、からだの中の構造や機能を映像や模型などでの紹介や、患者からCTスキャンした画像データをもとに「３Ｄプリンター」で作成した[臓器モデル]なども見どころのユニークな展覧会である。
[image: image1.jpg]



